BBC Pride and Prejudice コウマン ト ヘンケン ジマク ブンセキ : ゲンゴ ブンカ サイ ト ホンヤク トノ カンケイ by 矢田 陽子 et al.
47
BBC「Pride and Prejudice, 高慢と偏見」字幕分析　　言語文化差異と翻訳との関係［矢田陽子］
論　文




Analysis of the Subtitle of BBC’s Pride and Prejudice 




This article aims to analyze the Japanese subtitles of BBC’s successful TV drama se-
ries Pride and Prejudice from translation studies’s points of views; how original expres-
sions in English are adapted into Japanese and what kind of methodologies are taken for 
that. Through this analysis, we will reach to know relationships between adaptation in 
translation and cultural differences in case of translation between English and Japanese.
要　約
本稿は1995年に英国公共放送BBCで大ヒットし、その後日本を含む世界各国で放
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起点言語に特有の名詞・固有名詞をより認知されやすい名詞に置き換える方略である。















2 They would grace the Court of St James itself 宮廷に出しても恥ずかしくありま
せん
次に扱うのは、The Court of St. Jamesを「宮廷」と訳している事例である。The Court of St. 
Jamesとは、The Palace of St. Jamesセント・ジェームス宮殿の名からつけられたロンドンの裁判
所である。王室がバッキンガム宮殿に居を構えるまでは The Palace of St.Jamesが王の宮殿とされ
ており、The Court of St. Jamesでは各国の大使の任命など英国主権のトップのための公式行事の

















3 I’ve had heard again from Caroline Bingley. It`s now 







ている。興味深いのは、Austenの原作ではThe very first sentence conveyed the assurance of their 






4 When do you go into Kent? 
We shall spend the Wedding night at Lucas Lodge, and 




















6 Mary, Play Grimstock ! メアリー、ダンス曲を！
このシーンは、主人公エリザベスの妹の一人リディアが、舞踏会で自分の好みの音楽で踊りた
55












































8 Here are officers enough in Meryton to disappoint all the 









9 Let Wickham be your man. He’s a pleasant fellow. He 
would jilt you creditably.
ウィッカムは適任だ





また、前半のLet Wickham be your manとHe’s a pleasant fellowの二つの表現も、日本人にとっ
て違和感なく認識できる表現にするために方略「調整」で視点を変えた表現にしている。He’s a 
pleasant fellowはともかく、Let Wickham be your manは日本語の言語文化的ニュアンスに沿った形








10 Are you in Meryton to subdue the discontented populace, 
Sir?
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まず、前半部分のMerytonは事例4のKentと同様に指示詞で置換え、「こちら」としている。


















と日本語字幕を比べると、Next to being Marriedを「結婚だけでなく」、a girl likes to be crossed in 
love now and thenを「失恋するのもいいことだ」としている。Next to being marriedもa girl likes to 
be crossed in loveの部分も、日本語のニュアンスに合う形にするにはどうしても違う視点から表
現せざるを得ない。「失恋するのもいいことだ」という訳は、飛躍しすぎだという批判も出る可
能性もあるが、方略的観点からみるとこの部分は「言語的拡張」で本来存在はしていない表現を
加えニュアンスを理解してもらうために意味を拡げている。字幕の長さの点からa girl likes toを
訳すことなく一般論として表現するために、無主語表現を用いて「失恋するのもよいことだ」と
簡潔な表現をも追求している。
12 Such squeamish youths are not worth your regret. 気を落とすな。大した男じゃない
さ
次に挙げるのも父ベネット氏の台詞で、末娘2人によって長女ジェーンや自分の縁を妨げてい



















のDarcyに対して、親友のビングリー氏が「I dare say very agreeable（妹のほうは愛嬌があるじゃ
ないか）」とエリザベスをダンスに誘う様に促すがこの台詞でダーシー氏がそれに応えてのもの
である。
ここで注目する箇所は、not handsome enough to tempt meである。ここを字幕では「特別な魅力
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15 Our life holds few distinctions, Mrs Bennet. /
But I think we may safely boast there sit two of the silliest 










Our life holds few distinctions, Mrs Bennetの中のdistinctionsは「栄誉、名誉」「最優秀賞」という
意味で使用することが多いが、few distinctionsで「我々には名誉となるものは殆どない」という
言い方をしている。しかし、日本語字幕ではこのOur life holds few distinctionsはほぼ省略され唯
一「うち」という要素を残している。そして、But以降の後半部分はboastの本来の意味である
「天狗になる」「鼻にかける」をより一般的な表現で「自慢できる」と訳し、But I think we may 












16 Aye, they have arms and legs enough between them, and 












17 Not that I or anyone of my acquaintance enjoyed the 








英国的且つ時代性を含むものと判断されるのが、not enjoyed the privilege of intimacy with the 
familyである。the family、つまり、ダーシー家と親密な関係になる「特権を享受していない」と
述べており、本来ならばまたは現代ならばwe don’t have any connection with the familyと直接的に
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